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                                                                    まえがき

　古来より我々人類は遺伝資源により育まれ，また遺伝資源を育んできました．農業に関係する

植物遺伝資源に限ってみても，各民族の文化や地域性等を反映して，地球上にはまさにさまざま

な遺伝資源が存在します．これらは我々の生活に必要不可欠な存在であり，食糧安保の観点はも

ちろんのこと，各地域の文化の保全の点からも重要です．我々は，人類の財産として遺伝資源の

保全に努めなければなりません．

　しかし現在国際社会においては，平成 5 年に「生物多様性に関する条約」が発効されて以降，

遺伝資源はその原産国が主権を有しています．そして平成 14 年４月にはその第６回締約国会議

が開催され，「遺伝資源へのアクセスとその利用から生じる利益の公正で公平な配分に関するボ

ンガイドライン」が採択されました．現在，遺伝資源の海外探索には二国間での合意が必要で，

遺伝資源の持ち出しや利用に厳しい制限を課す国も増えています．一方，FAO では「食料農業

植物遺伝資源に関する国際条約」が平成 16 年 6 月に発効し，植物遺伝資源のうちイネなど 35

作物 29 牧草種のアクセスとその利用から得られる利益配分について定め，食料農業植物遺伝資

源の利用と権利保護の枠組み作りが進められています．平成 18 年 6 月には第 1 回締約国理事会

が開催され，条約の具体的な運用ルールが決議されました．農業生物資源ジーンバンクは，この

ような最近の国際情勢に十分配慮しながら積極的に国際協力を進め，遺伝資源の収集・保存・特

性評価・利用の促進に努力しています．

　また国内でも，第 3 期科学技術基本計画において生物遺伝資源そのものは知的基盤として重

点整備すべき事項であるとされていますが，量的観点のみならず，利用者ニーズへの対応の度合

いや利用頻度といった質的観点の重視がうたわれており，さらに利用者を意識したシステムの構

築が求められています．現在，農業生物資源ジーンバンクは国内の生物遺伝資源整備では大きな

役割を担っていますが，我々はさらなる事業の高度化を目指しています．

　本報告書には，平成 18 年度ジーンバンク事業の植物遺伝資源部門における探索・収集及び関

連研究として，国内を９件，共同調査等を含め海外を５件収載しました．また関連調査情報として，

ミャンマー及びラオスにおける調査報告も合載しました．遺伝資源の探索・収集は，特に海外に

おいては今後も困難が予想されますが，関係各位の意見，助言を取り入れ課題公募も含め計画的

に国内，海外遺伝資源の探索・調査を実施する予定であり，更なる御協力をお願い申し上げます．

　本報告書はジーンバンク事業による探索収集調査の報告を第一義としていますが，植物遺伝資

源に関連した科学的な現地調査情報を集積することは事業の発展のためにも重要と考え，他予算

による現地研究等の報告も掲載する方針です．遺伝資源に関する貴重な情報をお寄せいただけれ

ば幸甚です．また本報告書は印刷物だけでなく，当ジーンバンクのホームページ（http://www.

gene.affrc.go.jp/) からもダウンロード可能となっていますので，是非御活用ください．

　最後に，私たちの活動に指導と支援をしてくださった国内外の方々に心から感謝申し上げます．

とりわけ多くの情報と貴重な遺伝資源を分譲してくださった皆様に深謝いたします．

                                                                                                                          平成 19 年 7 月

                                                                                                                          農業生物資源研究所

                                                                                                                          ジーンバンク長

                                                                                                                          河瀨 眞琴
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